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研究成果の概要：国際ＨＡＩＫＵは、２１世紀の現在、日本の俳句の影響を受けて活況を呈し

ている。各国、各言語領域においての理論と創作を調査し、そこにおける＜季節の詞・歳時記

＞の有無を考究した。世界の最短型の詩における秘儀を、東アジア・欧米・ブラジルなどを対

象に、国際プロジェクトを組織し、高度にアカデミックに、自由で斬新な学際研究を目指した。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 700,000 700,000 

2007年度 700,000 210,000 910,000 

2008年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

  年度  

総 計 2,400,000 510,000 2,910,000 

 
 
研究分野：比較詩学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：国際ハイク・比較詩学・四季の詞・歳時記・文学と自然・詩的語彙 
 
１．研究開始当初の背景 
①尾形仂氏の「世界歳時記」の論文が、本プ
ロジェクト研究の出発点である。 
②２００５年３月末に、北京にて中国漢俳学
会が成立し、研究代表が出席し、国際ＨＡＩ
ＫＵの熱気と現状を認識した。 
 
２．研究の目的 
 現在のグローバル化にともない、国際ＨＡ
ＩＫＵは世界約５０か国において、創作され
ている。１９世紀のジャポニズムとは異なり、
２１世紀の各言語領域でいかなるＨＡＩＫ
Ｕの理論と作品があるかを調査した。日本の 
短詩型文学の俳句には、歴史的に季語がある。
国際ＨＡＩＫＵにおける＜季節の詞＞や＜
歳時記＞の有無を考究した。 
 

３．研究の方法 
①本研究は、東洋と西洋その他の若手・中堅
研究者による学際的国際プロジェクト研究
である。研究代表のお茶の水大学大学院時代
の国内外の友人を核としている。 
②200７年の晩夏に英国・仏蘭西に、研究調
査に出かけた。ロンドンでは句会に主席した。 
③2008 年の秋には東アジア国際会議ソウル
大会（高麗大学校）に参加した。 
４．研究成果 
折々にディスカッションや会議をし、各メン
バーのテーマは、斬新かつ独自性を旨とした。 
Ⅰ東アジア文化圏における中国古歳時記・朝
鮮歳時記・日本の古典歳時記の比較 

Ⅱ欧米、他の国際ＨＡＩＫＵと季語・歳時記 
Ⅲデーヴィッド・コブ著『英国歳時記』翻訳 
Ⅳ参考文献＜季語・季題＞＜歳時記＞ 
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（土）韓国ソウル、高麗大学校） 
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